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⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
当施設は、市単独で運営している点において、他
市町村にない独自性・特徴のある施設である。
今後も社会教育施設としての運営を基本としなが
らも、経営改善により運営を安定させ、少子化対
策ともリンクさせ、地域に愛され必要とされる施
設を目指していく。
そのために、施設管理を安定させる収入増へ向
け、料金改定や利用者サービス、事業計画、PR活
動など適切な日常管理や経営改善にバランスよく
取組み、継続的な経営を図っていく。

60,799

⑩設備投資見込額(千円)

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

△9,940 △586,204 △35,347

2.資産等の状況

△24.6 △38.7 △51.3 △192.5 △46.2 平均値38.9 39.1 47.7 141.2 75.8 平均値

△15,463 △20,056 △21,798

平均値 15.6 14.2 13.2 14.5 6.5 平均値

△263.1 △370.0 △319.2 当該値 △12,474 △12,363175.5 262.7 224.8 当該値 △193.3 △196.6

1,558 △202

R03 H29 H30 R01 R02R01 R02 R03 H29 H30 R01

当該値 13.2 13.1 9.5 3.5 4.6 当該値 135.6 138.0

現在、企業債の残高はないものの、建物全体が老
朽化している。毎年の独自点検、3年に1度の建築
物定期調査、H28の耐震診断の結果、耐震強度の
不足を指摘されている部分があり、施設全体的に
改修が必要な状態である。
新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付
金を活用し、R2～3に風呂場屋上防水修繕、館内
Ｗi-Ｆi環境設備、洋式トイレ化改修、多目的ト
イレ新設、風呂場脱衣所改修、風呂ボイラー更
新、玄関スロープ設置等の改修を実施した。
施設延命・継続的な施設運営に向けて、更なる改
修・修繕が必要であり、改善計画を策定し、適切
な施設管理を進めていく。

3. 利用の状況について
当施設の利用状況は、少子化や新型コロナウィル
ス感染症の影響が続いており、利用団体の事業中
止や活動縮小による利用数の伸びが低迷した状態
が継続している。
利用者増へ導くため、新しい事業、新しい利用形
態、新しいPR方法、新しいターゲット開発などの
取組みに努力していく。
地域活性・地域連携の視点から地域の人・モノ・
財産の活用など地域にもっと認知・活用される施
設運営をも目指していく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30

平均値 3,241 3,438 4,380 183,723 12,421平均値 28.3 24.2 30.1 26.0 32.4

R03R02

平均値 98.7 100.3 100.9 78.7 111.0

55.0 76.8 77.6当該値 96.0 101.0 101.0

R02 R03 H29 H30 R01

2,256 7,747 6,533 2. 資産等の状況について当該値 1,173 1,32398.2 100.5 当該値 39.2 42.3

有 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
当施設は、社会教育施設として青少年の健全育成
に資する目的で設置した施設である。そのため、
市内子どもを含む団体を減免しており、客単価が
低額で料金収入の割合が低く、一般会計からの繰
入金に依存している状態である。令和3年度は、
新型コロナウィルス感染症の影響が続いており、
利用団体の事業中止や活動縮小による利用数が低
迷し、使用料収入も大きな回復とは至らなかっ
た。
健全な施設運営に向けて、料金改定による収支改
善、利用ターゲット拡大や新規事業の取り組みに
よる利用者数の回復、様々な手法を活用したPRや
営業活動による宣伝活動、日常経費の見直しによ
る効率的な経営改善の取組みが必要となってい
る。

H29 H30

該当数値なし 該当数値なし 2,525 200 無 100.0

R03R02 R03 H29 H30 R01 R02R01

当該施設値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ２Ｂ１ 非設置 727 無 0.0 ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
新潟県阿賀野市　五頭連峰少年自然の家

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％) グラフ凡例
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【208,749】
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①収益的収支比率(％)
【90.6】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△24,115】
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⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【△43.7】
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【12.2】
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【38.7】
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市町村(左軸) 公営企業(右軸)

⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし


